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s デコント□—ルカーペットな泣* 

み公 IRV 巧;こ巧 if WI 、 本《ラべめさ寒 ■CK しなかつて正«な M な>で«巧レていて &■ 
レな«るに这.ホ Mg 巧■にをとづ C 巧■ぃ上け巧 Wte が«!»«&、なしす7， 

«■ レ UI ブの臣むろ， w . im だ sM した Ji 合は、巧■レ UI 巧〇»9&3に出 wn « ご巧■め上* 
本勸^クがく。さレ U 

« M にご!^レただし vdxufl な«し口、 amuno ブービス;る tr & びそめ•««*ま«〇1〇。 
に ccie •巧 gs れ ■(, ヴて頂< •« ザクプい*す巧で- C 了»<巧さ IA 
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宁 

巧 
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を巧 

a を 

«n () 


を苗！■に I 2 A のない填含は WSD とな D ま T かろをチご «■ くだ芭レ， 

1巧 IL ■■巧でら#のぶうな塌8には育み■■と《0«夕， 

(イ)《氣上 W ゥ、また B 受 g やす尝ちに A を sms たは ■«< 

(□)ち11い tifgOITP ， 引つし* NUMI によるた gflflh 

(/om &■、ザ書、 n . その巧の巧ぶ ut 、 公■や*に A を VIC たは ■«< 

(=)■«* KMC とろ■して M で n けろに Z じたか ■« たは M * 

{ホ)雜 IM に««ジれてまじた9■または M ， 

(へ)本«のごが》い m ， 

< K ) g ■にお名、6■い上げ■角白、巧 S « 毛、扉 ftS るのだ入のない嗎含、 e るいは串ちそ ICM 

t BBCRUIftca ▼み•■■へ♦巧なクたに d 由 S に>7るち■ち■し*け « r * 

»くだごい • 

ミに«■驚 ceH に; vn ない«ろじは、巧9巧巧 


t SHBCMTVnKIS ■いとブの ftfU ごご «■ 
I MM で C 香に e 人レ？もる«■い上けの 
■め15ページのご liM □にご 4> K だでレ、 

5本再»巧ぃたレませ W で W レ A 
ち本■な百本9巧 KIS いて公み■巧で r * 


ないよク太巧に巧巧レ t く巧5い， 
巧 KIS いて公み Rarer * E かが I パか ly 1 nvl » 


♦こ enn は本■に明示した用 n 、 

こみ W ■によクてしている liMSK *) 、&びそれな巧公事 M に巧▼る3 
ま書よ巧•み VMT るるめ夕巧 e ウそ巧ん巧の tqiWM が理にごいで C 不明め■さぶ、巧■ぃ 
^けの ms V たは B る M ■の15ページめご tiiEB □に eu い含〇な < だごい* 

♦を巧 wca 巧««の«« M 巧巧 hSSWUlfl ■にごい713しくは、 UBPMU ご■くな3い， 
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巧巧をな 


取巧が巧《 


日なリビングサフライ 


保証書付 


さ C ■はこの巧巧 RH ■の IM に。いでい«す。，、 
ち■い上がの IOU のた、«お S けく巧でい ♦ 


家庭用 


電子コント□ールカーペット 
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HLU - 304 お" 


巧当〉しけ2日 4 lg /«« 乃バー ( 


巧 当〉ホしけ3日 4 lg /«« 乃バー ( 


C 巧 M か 


>•ぺブトと M か卜のセブト SB で T * 


10たけな > そ3ント曰ールタ 


/巧ーベゾ h * 巧■い上がいた巧 e 、 ■こと iwfc ゥけとうござい■しな， 
请くちがにな0、正しくごな用く巧か、 
fin みになつた S と B た巧には存しで<巧2し、 


巧みな:拜 ntt 〔3—ドじーブー）《度ちしてカーべジ^* 
本 SCO ち ns かさ矣生7る MSC 6 X しでい 
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♦ この1チ3ント〇—ルクーペットは叫 s « c 用で r * めご iTJiia レないで <巧クい* 

麗わ A 9 S 0 勇 B と V ウ C す， 

♦巧■•义^幻には* ■5( C « I 7 ラク C 巧き、ご CM そ中止して < JStr い， 
♦この rsft は*がで B ご««に0れ»でん* For がい 0 . 






















巧全のため化ずお守 0 < だをい 



この巧 S 巧 M ■巧よび》 A へめ表乐でIん SS ち巧をにでしくち巧いいただ？、巧巧な灯 B 巧人々への巧*や 
へ o«vh 来 n に巧化するなこ、いるいろ « tts 巧«してい*す*そめ9巧と■度巧次のよラになつで 
い4夕， hS* ちよくさ HI しでかる*文ち SK みください， 


A 盾お A さ告 A 注意 

こ 2)8 巧ちしで、 n ゥた!!巧こめ S 巧ち露巧しで、 R クた na この8巧ち震 a して* n ゥた！!巧 
いを7ると、乂ヴ巧 CV なは 1 « レちすると、人が fCCX なは ■« いを7ると、人ヴ flWW ろ巧！! 
ち A うが ■ しちクで S じるこ CA うち rwi が S 宝ご n る巧百で s が巧宝ご ns 巧目巧よヴ11191 
とが夕定される巧さち示していま,巧していま7， »©みのちちが夕 ffC れる巧さ巧 

1% 巧レでい*1% 


おミ巧の巧 

A 

このIミ♦なま«〈ち» ♦ M« ろむ） 
C 巧す巧5が《ることそるを巧 
で7, ■の中 P£fR<Cll な巧なぶ» 
巧 Btfll ジむでい*ず* 


0 

この!な Kite 巧 a で S るこ C を 
まげるらめです> 岛の甲や巧巧に眉 
«巧な«止巧 C ザ携か〇でい S • 
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こ CK み2巧 S を M したウ«ホ T 
る n 百をさげるを07す* ■の♦ホ 
るなみで巧きて 
レ《す* 


A を陵 


fiS 

♦出 


やけどや ft # &巧 MEttV ど) W れがちる • 

。が也レ、•る# (40、。〇1：)でち、た4 


ち51■の6じ«巧に M れていると、ち S 
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ま■する ♦ 
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nTvvftc 


P たでる、«»巧 as で嚴巧 nn じ場巧に« 
ft riia やけと J そちこずことヴちウ * す， 
宜 a の as 【こ賴 D してこ««(ださい> 
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一5ご W S せでいただ《 5す， 
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♦ ご a しけ 
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•たかこ* unvfCfldt 
な PN1 ろブルー 7fi なに■人 
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さ n 香ぶ、をず rev 
a むらさけ巧クてしげこ 


い上げ白 una る J みの£入を stt かろの5又 
だ5、巧ちをイ^ < C » み巧 flK ガ巧に«存して< 


巧舅レ心^ブめ巧定巧か CfiBf «□ 


ちをにお巧いいただ<ための点檢 


巧のよさな場合に3、を期を PA 、 SS い上がの UAB に夕巧麵して< だでい 


巧用的に 

巧の巧*がちったとさ 


巧用や I ; 
次のよラなが巧に 


• M コ ー ROM 
«ちなめ»れホ、る 


(« ■のす 0 さ ru ひび uri ) 
れによる* tvmz ) ■田， 


♦戀这7ラクザ3ン^^0—ラー 

( こ巧場さ，3ン t ントの巧 g ら巧■しでくででい 
• rsj でを夕3ヴ«常に KM ， 


れや、 I まつれ I 
— 9 一0>^■‘ 


mmvfn » 7 z . 

M してろ、不審 V 


«が S る 


巧巧と アフターサービス 


(る > 811 み < 巧をい 


9巧 a 巧をのし<み 


a るは* 巧に し a い，サービスマン W 巧 
0入は、が«したり m しない， 

〈乂災 99 けザ©原因） 

«巧よ S ■しザの«旭班 C 口 

り5ページ)に巧がくたでし、 


«民コード《■ごけな 0 、 M しな 0 、 

細エした 0 、請田 ! に B げた D , ミ I つ S ク 
たウ > わじクたウ、たがれて gg レたウ、 
m に巧ブけた 0 、里いをのそ«なた 
0 、は C みるんだゥしなし、， 

(:< 9 コードヴち«し、）««の巧因> 


こ0などはち ffi 的にとる， 

卜«火の » B > 


么客告 


W 亢卜 616. 曰》«々&押31ゃ、200 Wn ? 
I ff 巧し巧いでくだごい， 


s?r OOVU 巧で这變巧しない， 

(乂お g 巧の巧因） 



0 >»コードや K フ9ブが^んだウ、3 / 
ンせント巧 g し么みが巧るいとまなち用 


レない* 

mm シ3— 卜巧义の ffB ) 



S 运ブラグ t 
0麵し这む， 


グはコンなントに■をでレつか 


にち用レているぶリ S なれ度め f 巧 

巧 « HS « 傷つけ巧い 

届くところに■かれ、* mm 

巧《弱した0、巧«7 

(巧な•ろごぶるなとすると、□や扉をホさざ 

1いを公ち B 巧たウ 

すち，るが） 

し 

(巧巧のじークーを>つ 


lygg 
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M ち U 94 は、 
か &V く， 


H 么ブラブ巧3ンちン 


(けヴややけど* 化 I こよる c«>v 

W 巧の RB ) 


«頁じ屬巧に匯か《い 


(3 なの巧■や SSSS がれる 


，るか 
な:る巧 


ミ主意 



コント□ーラーにホで巧ちなどちこ I 家さ 

(Ak ょ 

巧一こ isn たと a は、 D ちに«巧？午止し， 

»充 B の巧«を巧けてくだで い， 


S & ブラグ《巧くとさは、 « a コード S 
ちたみこお么フラグ$タクで m 9 

a く* 

(さか t / トトしでも< の原因） 


スフレー巧»ど巧拿保の上やる< に 
ない， 

(« ちや乂がのさち） 
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アイ〇ン s としで®クたな> «*1巧くホクト 
プレート、ガスコン〇など)ち■かない， 
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式や a など々ぺジトめ Mfl になた用しなし、 
(ぺツトヴ去 trpwu —ドそか人 
火巧の巧田） 
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么®用上のごを意 


シめへースターで一 ♦ ご»9む■た巧、 
CHSCS ちじ«たつて E 巧とぶぐご相 K 
ぐ巧5い* 

(4««の fc 巧ザベースゾー々一に fc ■そ亏え 
ることが 60* す •） _ 

ントローラーや M 
M サ■イ义巧どそ 


〇 巧 om 巧 A ， 活 

た iS/J、 ち、か. 

レー■寺义し 


巧 flTffA と M 巧し 
y . SK ち巧が粗 MCA な 


MT るとホサ( 
けど、问 WKfe 


nwavii . 

巧の度田） 
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か** Bi 巧り、しわにし f 
i # 胸り巧くの a 


M のろる W では S 用 
く 巧•の房 1 S ) 


しわにした* ZM レない， 

巧くのがで 1* 田） 


テーブルタジブ S 8 W レさい， 

<ろみして、やけどや乂巧む PH ) 



♦ftoa げやすい m { 3ンクゾート > 木な巧）でち屬ずると SB 、 
ベット J など se ぃてく巧なぃ，（がみブる公を巧ぞミ f ，（ 
寒酿に巧し<1•や M ( P タイルや*化ビニールな、フ□一 y ンブ 
fl » 巧0、 SA したウすることが《〇«!ず* 


ださたいこと 


てしねがご<ことが子，と C と B 巧"一をた 
くり巧1•レでく巧ごい*巧 n ぐ巧やしゎぞ WK レ. 
gSM 巧•すると《れてさ* T * 万ジーとむない 
と巧 >» ca にご任 kK だ&い， 

♦新しいカバーは!■び«ヴ出ま7, •など7巧 

〇»いで<だ^い， cw にとるないなぐ《0»す* 
♦ラシオや3—ドレス « B などに麵 a ヴ入ることザち 
ゥ*す，コント□ーラーむろ5かの la 上»レた 0. 
巧たクしてぐだない> 


♦カバーは「■チ3ントロールカーペット琴巧カバ 
一 J ち •* しでくだごい> 

♦ M 巧 M 巧/【一 W 巧めを Mff 明7ると、 

■ら fts びつに 0* &ちしなゥすることび《〇*ブ* 


を y な<レ«す， 

♦巧しい■め上で^兩すると、巧ーペット下み曼ヴ 
E 67 ることヴ三むは貪昼ヴ直ぉ5夕 
でするのと巧じで T ， 

♦9用ゃ〇7かに»491«»じることヴちりま7ジ* 


M 9 ^i 

こる91»と 


巧 gCft ぐとさに g こる，»と19じで了 • 

♦<» のちるジ ユー タンの上で H 用すると本〇がの 
レ、レわに巧ることが《り*す ♦ 位■ヴ ri を 



けんな ♦ 巧でけ g ザ•タク S こたつの RffSB を f 牛 

OSW 下また t * l 巧 J にし、•ブっント□一 
ルカーベントで MUO ち巧ッて <巧ヴい， 

コン ト□ーラーの上 I こさホとんなとみみ«な■ザ1168面 ac ち下げます • 

«のぶレちのヴ霞クていませんか， ごント□ーラーの上に g クているるのを目 

ゥ巧いでくだでい， 

■ぶ SZUR シ7呈が rttjQ «に巧い S 沮が g いと e 、 rtiJ 目 si こ巧い伍■に 
&■に k クてい»せんか， ると: a ■しなし々!さヴち0 X 7， 


■巧で巧い 


とが巧りま T 


眉》»しで<«5い • 


巧•，は»ゥ蒙なん 


S ■では巧り寒せん 


本 Stf るった S 
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g ♦入れのしかた（クづを） 


—の带■のしかた 





巧むにぶクで曲 i ちにくい場をザ《〇<すなで、を g に巧じで巧夕巧い S ずるか、ク y ■ニング店に巧麵 
しで <巧5し、， 

♦ 7ンー:•ンブを巧«7るとかま、0ず r シでンフークリーニング J とちちレて<だでい* 

ドライク U 一ニ ングやち*白 n の巧 A 、 タンプラー巧かぶで e ま e ん， M を售巧を用で《な<な〇ます， 



C 


♦换作と， 


で MB のほこゥ巧ごみ SWRII などで巧ゥ W <， 

ぷ活窗やペランダなと平5な期 W に C が木をかける， 

巧用甲巧巧 *!» スポンジかタオル a ピの巧にホくまな、巧な t るぶラにしで H 面を巧ラ， 
• 3 淆巧が * らないよろ、よくが ft いをする， 

* もみれ、はしないでくださし、 

くカバーのま货を！！める巧苗） 

を WD をたたいた0 、巧でき I ク毎けた0しないでください， 

くパイル # がをける巧 B) 

« 巧 «« に入5ないたを、 ftS 機では巧义をなん > 


こ 午レジた ） 

巧0じね«9«> 巧ブラシ S どで S ぐし、« ■わ t 一方ちにそろえで か 5、百 «の M しなよい« 巧で自 iW * 

さ 1 S で < ださい 4 

♦ホな にかぶな， S ■しなヴろの 巧 fli ウ C 幾 瓜 f ) f るのはやめてください， 

♦巧夕 をるが0じ〇のをる«さ1ま、ソつシ知どで巧ぐ夕と白立たな < な0ます， 



力巧一の下 K で《夕 
通レで分 S 上げる 



«* レ7る 
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巧用おの巧麻 


お手入れのしかた 


クづぐ 


® 巧巧な S ■にタタホ ■< liflM 巧るで N にし， M 巧〇よい早ミな ERR にが 

> C ザて<ださい • 

•巧りじねぞよくのなして<巧ごい， 

•» ヴな1ブでブい .SB f コンク U — でホの巧)で度巧す 
ると ei ぶ、巧巧の r ニードルパンチ刀ーベット I など 
ち gv 、 で < だでい • 1»ヴ》げるのちなだ》す， 
sfc に巧い«ちク《村<ロブイル©»化ビニール巧*フ 
。•リンブやがをの巧れ）の上で度用すると*巧巧を 
•わたゥ、 E をしたウ T ることヴちゥ》す* 

♦ミをの S いカーべッ K の上など、 S 用する!!*によつ 
てな、未林びすれで»«したウ、にもり上がる 
ことげ 《 D ます，こめと®、走巧の«ザ巧 B の仕切や 
* さに当クでしと、ホ ait « ti でちすにしわげ巧そ 
しますので、をず■してか SffW して<だ2い， 


據巧 g にカバーげかかを9いよ5にカバー〇0誦«るわ 
巧でくだジい， 

• : J ント□ーブーり巧ち《户ぐ/巧ちの t し■ろないよろ 
にさ:■レてくだごい> 

•すなと巧バー4面ちダるる » J を0 «せん， 





〇 — kc ーブー）ち度 a して々一べクト本 <* の iwm * かさち*するを bj « していまブ， 


6 


曰なのちを入れのしかた 




B 込フラグ《 



8 面 0 IZ こ0 やごみ SKIM などで巧 0 除る、 かた<6ク巧 
a れぞラをん 巧 水ぶ巧し で < ださし、> 

太巧 e レをま、十巧に 有 sum さなてくだない， 

♦でーペットクリー f 一を巧う*含な、でーペットクリーナーの 
«用方ぶに巧クでくだごい， 


A ミま意 

シン f 一*ベンジン•ち巧などな有 »■ 
巧は C 巧に ft 用しない， 

(で/で一巧ち巧、ごン□— 

ラーを》み、巧■の Jra ) 





ft かでしたと， 



<コー5-ジュース • コーヒ ー• 午れなど水ちほの巧れ> 
の*かないう5にタオルかチィ V シュペーバーで巧い B も 
をシミが巧る場るは、 A るま化こち所与甲なミちかし、ぞうミんなど 
ち S してかたく IRD 、 ぶ S とる， 

ぶ十ザに巧巧ザをホ C とる， 


靈裝 


<マー巧ゾン • パターなど巧巧の巧む》 


® T ぐにヘラザのるので B ウ•く， 

な:《ミミ焉に台»用 cp 巧免 Sl » ちかし、ぞうきんなとち*レてかた<反り • 
ふ8とる， 

ぶ十ザにな巧かを & e とる， 

*シ5が6る>を1んァル3—ルでふ夕と0、よくちか y ， 



{ジサム，アメなど g 巧品の巧 rl }. 

® T ぐにヘラザのるので®ウ•く， 

な A るミ焉に台巧用やかし、ぞうきんなど夕 S しでかたく B 口* 
なろとる， 

•を十ザに巧 ■!« をみ5とる， 

タシ5が»る t を I んアル3—ルでふをとり、よくちかダ， 




<シザンブークリーニング>《本巧はシヤンフークリーニングでをません ♦ 


• X せ巧用中をみ剤ちを3すめた«モカ/ 1 一の巧むた度かこクけも 
な*をかいブラシ巧とでよ< こ TO 、 巧なてる- 
が百そ夕 オルタどでぶ < ぶ S とる， 

ず千ザに巧 ■! がをふ5とる， 

$«千レして，よくちかブ， 

»るみ巧い tt しないで< だをい，（カバーのを巧を■める*田） 



今 















♦ぐらごたクとす♦とさ 


<15かた> 

やぐ&こたつちン 
1^0— 夕—にこたク&と 


卜0—ル々ーペット々#»に祖もコン 
んザか « cs ないよう注■しでくだ C い 


A ミ主憲 


义 a ち S 巧のしかた） 

やぐ5こたつと冉月7みと、たぐ5こなつ OgKSMSg け、 g 
aPKS が儀 SS 巧 U そ下げます* 

♦やぐろこたつの ssa * そ f 中 J 目 gUTF * たは(巧 JI こし、霉 f 
コン h 己ール刀ーベジトでな！* Bn を巧って <巧さしし 
やぐ5こたつろ&を巧 C を萬〇でさ巧すると、 a る5お巧る S 
♦9 巧こたご巧ど、 Iff る巧む V いやぐ6こたごとな巧用はしな 


やぐるこたクとか n すると《な、 18 A 
じ t ® 。ンセントお E •，ミ ♦ 

く乂 W のぶ田） 


■ ft る巧む VI 


I え这 C と， 


芽用はしな 


エ73ンフ> ンヒーター，ス h —プなど色«巧« 
と巧苗レでくだ C い，そ巧場合 ti 1 げ也し t ■レで« 
«しで<巧さけ4 

ぶブ I 巧さむ*本{が!巧がのきけ、 
时《«■が!! 5さ面港 g をでげま7 • 


ffi ■で fl 用するとさ 


■チ; J ントロール巧ーベット®上にてくだか W 
♦4 ホとんなどわ«巧9ると、みが S わ Ww く <、¢5 
a ご Qt * なわれます， 

♦さ S 巧ろよいちのぞ C なた場を、その M 巧のる B ザ 
上«するため*而巧9■け« ssa る S 巧てげ《子， 


巧管のしかた 


) ールたーベジ h 巧上に祖いるの t 
, S いで<巧2い。 


シープン»わなや MM * 巧しみいとろは11一 1 Z ページにな9て巧¥入れしていただ C 、 下12の串 JI 
でな售しでぐ巧 C い， 


① 


夕巧と々パー* 

曰■で十巧 Bli する 

本«と方バーち 

M 々に巧りたた C 


A ミま* 


ナフタリンなどのなさま ff 
しない* 

(コント□•うかかか 


0 


♦度べ巧のカスなごヴ巧扇レてレると.»■中にたピび巧ます 
る巧でぶく«としで<ださし U 

♦ホなを■巧 Ln ■面さ巧み &C ぶ5に3つ巧0にしで<ださ 
い， ■« ♦なぞ■ちし.のかれろ Mn じ W 0、 嚴後に？ 
ご巧 D にたたみ》す，（た/て一ち面«にたたんで < だジレ） 


。〇。が。矿 


ミりだずる I lati IM ■じで巧る] 



I 巧りたたんだ本体とカバー«巧手 W ちの g や a に入れ、ホ 

MR の少ない«巧にな看して < だない* 
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®i #& フ 9 グ« 3 ンセント 
に S し这 C 

巧巧みの ilg に; flfi ずる 


(■■« 乂れる） 


硬 


巧巧みの miEgts ぶ 


Mm . 



ル々■口 
口难 




1つ •fj 

t 

ちか 

r±»-i 

x » 

1/2 ■内 


♦王しく B •さ n た、 san 日 0 V 巧コンセントに、寒 a 
フラブち巧ち》で!«1に»し么んで < 巧2い， 


巧巧 010 ッマ S そ r 巧 J 一 rffj 白みごお巧みの 
巧 ■ にさねせでくだごい， 
a ■ 面 ■ 巧ち ：> ンブボ « 巧レます， 
«[&] 〜「 («] 曰巧め « のとの位 | でる、その曰 B に巧 
じに ■ なでが得ろれ》ブ * 

CS ヴ ;I いと 5 、 r を」百！！に巧い位 ■ にすると 、 A 
«しなレ « をヴ $ 0 まずヴ、巧 ■ では eo まけん， 

♦»« 面 » 巧み A イッチを押し 
巧巧みの & 巧面 g に巧ウ 8 W て < ださし、 

睾 9 巧面 !! 巧度乂イッチそ巧すことに定 S な a に巧 0 « 
ねり》す， 

■ B ち入れてかろ巧 6 KMt に、目 ft 巧に a ■ち 
«止しミす*このと巧 glVTO 巧みランブが巧 X 
しでち巧 S 巧しま T ， 

■したぃ«合な、9疾る saiB ジ V 乏 
を r 巧 J にしでな6、一巧巧ちいてち g 入口で< 
ださい， 

»呂かのタイ7—ヴ曇いてる> ち夕止したち一ち 
巧な停«ヴちった g をは再 S る S します> 


M を9止しにも 
tffUS します> 


■ an » は、 MS 切 0 、コンせントか S 薑这ブラブ 《 a く。 
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正レい « いかた（ごヴを) 


エアコンか用の巧いかた 


エァ3ンやフ7ンヒーターなどと«1«7ると«に、ムダなブざを0ろ> 巧3で&ち巧なか用睡属が 
)95 れ If ず， 

♦ r 牛-日 B よりやや6々にを B コント□ールレ»す， 


① 


エアコンりな EU « 

20〜22でにをねだる 


19 • asm ジ7ミち 
^ r ェ7つ Bff に 


舍わだる 


条この B 巧ポお巧みにを b ないと5は、 r か〜 r«j 目さ 
の苗で»して < だない- 



ふとんな a の使いかた 


ふとん《カーペットの 
U ノ上に由げる 


•3 ント□ーラーにぶとんをなぶ任な ur < だごい • 
♦ふとん巧.巧りたたんだ口、2|^*0にブると1!«し 



@ 霉9*31廈1»)ッマ5« 
rvj 目 S にろわせた»、 
mag 切 ft スイッチ S 
>し r を KJ を a 巧する 


♦ SKEW ぶ r を nj にしてくだごい ♦ 



巧 2 WU 後に切り、3ンセントかさ9るプラグ SS く 

♦& とんの4ご具をによ0，坊 S み间を I 一 2 MU 巧 S したりして m しでください* 


クづぐ ► 


f = iB 泡の a いかた 




■など « a 巧巧よし w 上で巧クでく 

巧れ、 • 1 




か(一のダこ《化し K す，シープン0かが>«すると《 C 行い WT . 



^■9 •asm ジ75モ 
^ r かダこ做 J SB にさ 
わ巧た tt 、■>■!! 切 ft 
スイツし r を面 J 
SS 巧する 


♦ B 巧面 r を面 J にしてください， 

* い/2か11のランス J つ巧交なん， 

■■11^ッ75、 ♦ ■ ns * 巧♦乂イッチ 




~ dftTs/b マ] 


^巧 2 K 田 tt 、 本な《拓げ 
カバーモ度！し、两《 
本 g で S み这 C 


巧/ (一 4巧りたたんだまま gig しでくだ a し、 



«れ 


I 巧 1 MU « に■扉«切り、コンセントか 6 S をフラグ « Sk < 

♦にげて VD »9( ■でダニの巧がい巧(•レと9 9 7 4 


巧■力蓮 6 の〇いかた 


巧5宜に g ■することにぶウ、 iiK のを auoB に比べ、がなレ巧が M 力でを flsin を巧い 
をず，惟め«巧 BA とのが巧ちに tt こることの《るプレ— A — ダウンそがなくする！!巧でず， 

满資霉 力は 通》 を巧 VK 0 レ2にな0ますが、 >巧 けは1/2に I 


巧巧みの SB に mu 、 

■ff ■濯切»スイッチ«押し、 
r を ■ I / S ■力 gej にろわせる 

•ミてり:ミ1そ 1.. ろ0•こ：へ cgyv .. 

上ムシか> レ遍、みシ*夕， W く#み 
にレ义 S ん■巧の30分くろし aa 巧 
巧 r を面■巧.■ちでち任'だでい， 


1/2■カランフヴ#なし*す ♦ 



咖 


♦るるヴ色し1とさや59などのホ,1 

am m の！！み 


化か£9 

で遣し巧し《«ヴをウタす， 


夕 



















